
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
三
月
二
十
五
日
発
行

『
大
倉
山
論
集
』
　
第
六
十
三
輯
抜
刷

（
公
益
財
団
法
人
　
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

（
第
三
十
四
回
研
究
所
資
料
展
）

大
倉
山
記
念
館
の
デ
ザ
イ
ン
と
設
計
者
長
野
宇
平
治
展

林
　
　
　
宏
　
美
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旧
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
本
館
で
あ
る
横
浜
市
大
倉
山
記
念
館
の
建
築
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
に
竣
工
し
、
平
成
二
十
八
年

（
二
〇
一
六
年
）
で
創
建
八
十
四
年
を
迎
え
た
。
建
物
の
施
主
は
研
究
所
創
立
者
の
大
倉
邦
彦
、
設
計
は
長
野
宇
平
治
の
手
に
拠
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
建
築
は
、
設
計
者
自
身
が
「
プ
レ
・
ヘ
レ
ニ
ッ
ク
様
式
」
と
名
づ
け
た
古
代
ギ
リ
シ
ャ
以
前
の
建
築
様
式
に
よ
っ
て
特
徴

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
外
観
か
ら
「
白
亜
の
殿
堂
」「
ギ
リ
シ
ャ
神
殿
」
な
ど
と
形
容
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　

し
か
し
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
頃
に
は
、
研
究
所
の
財
政
的
困
窮
の
た
め
に
建
物
の
補
修
が
叶
わ
ず
、
そ
の
荒
廃
ぶ
り
か
ら

「
化
け
物
屋
敷
」
と
評
さ
れ
る
有
り
様
で
あ
っ
た
。
今
で
も
古
く
か
ら
の
地
域
住
民
に
は
、
そ
の
当
時
の
印
象
が
か
な
り
根
強
い
よ
う
で

あ
る
。

　

研
究
所
は
財
政
面
の
危
機
的
状
況
を
脱
し
得
ず
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
年
）
に
横
浜
市
へ
敷
地
を
売
却
し
、
同
時
に
建
物
は
市

へ
寄
贈
し
た
。
そ
の
後
、
横
浜
市
に
よ
っ
て
建
物
の
改
修
が
な
さ
れ
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
年
）
に
横
浜
市
大
倉
山
記
念
館
と
名

大
倉
山
記
念
館
の
デ
ザ
イ
ン
と
設
計
者
長
野
宇
平
治
展

林　
　
　

宏　

美

（
第
三
十
四
回
研
究
所
資
料
展
）
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ご
あ
い
さ
つ

　

横
浜
市
大
倉
山
記
念
館
の
建
物
は
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
本

館
と
し
て
建
設
さ
れ
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
に
竣
工
し
ま

し
た
。
施
主
は
研
究
所
創
立
者
の
大
倉
邦
彦
、
設
計
者
は
長
野
宇

平
治
で
す
。

　

長
野
は
、
建
物
全
体
を
古
代
ギ
リ
シ
ャ
以
前
の
プ
レ
・
ヘ
レ

ニ
ッ
ク
様
式
で
統
一
し
、
部
分
的
に
は
東
洋
の
意
匠
も
用
い
て
、

東
西
文
化
の
融
合
を
表
現
し
た
独
特
の
様
式
美
を
持
つ
建
物
を
生

み
出
し
ま
し
た
。

　

研
究
所
は
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
年
）
に
建
物
を
横
浜
市

へ
寄
贈
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
建
物
は
改
修
を
経
て
、
昭
和
五
十

づ
け
ら
れ
て
開
館
し
、
横
浜
市
の
市
民
利
用
施
設
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
大
倉
山
記
念
館
の
建
物
は
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）
に
近
代
建
築
と
し
て
の
価
値
が
認
め
ら
れ
、
横
浜
市
指
定
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
今
年
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日
で
文
化
財
指
定
か
ら
満
二
十
五
年
を
迎
え
た
。

　

そ
こ
で
当
研
究
所
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
建
物
の
特
徴
や
文
化
的
価
値
を
知
っ
て
頂
く
た
め
に
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら

翌
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
、
資
料
展
「
大
倉
山
記
念
館
の
デ
ザ
イ
ン
と
設
計
者
長
野
宇
平
治
展
」
を
開
催
し
た
。
開
場
日
数
は
八
十
日
、

期
間
中
の
入
場
者
数
は
延
べ
三
、三
一
三
人
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
そ
の
展
示
報
告
で
あ
る
。

　

以
下
、
資
料
展
で
展
示
し
た
解
説
パ
ネ
ル
・
資
料
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
内
容
を
順
次
紹
介
し
て
い
く
。

【
付
記
】�

解
説
お
よ
び
資
料
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
2
・
8
～
10
・
13
は
古
畑
侑
亮
氏
、
12
は
平
井
誠
二
氏
が
執
筆
し
た
。
ま
た
、
1
及
び
3
～
5
の
解

説
は
、
第
十
四
回
研
究
所
資
料
展
「
大
倉
山
記
念
館
の
建
設
―
施
主
大
倉
邦
彦
と
建
築
家
長
野
宇
平
治
―
」
に
お
い
て
、
平
尾
直
樹
氏
が
執
筆
し

た
解
説
文
を
一
部
使
用
し
て
い
る
。

　
　
　

な
お
、
本
報
告
の
作
成
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の
内
容
に
加
筆
訂
正
を
行
っ
た
。
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九
年
（
一
九
八
四
年
）
に
横
浜
市
大
倉
山
記
念
館
と
し
て
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
今
で
は
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
港
北
区

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
地
域
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

大
倉
山
記
念
館
の
建
物
は
、
建
設
当
時
の
姿
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

保
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
プ
レ
・
ヘ
レ
ニ
ッ
ク
様
式
を
採
用
し
た
近

代
建
物
は
、
他
に
例
が
な
く
、
建
築
史
上
に
お
い
て
も
非
常
に
貴

重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）
十
一

月
一
日
に
は
、
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
、
横
浜
市
指
定
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
文
化
財
指
定
か
ら
二
十
五
周
年

の
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
当
研
究
所
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、
設
計
者
長
野
宇
平

治
の
来
歴
や
大
倉
山
記
念
館
の
歴
史
、
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
の
特
徴

な
ど
を
紹
介
す
る
展
示
会
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
展
示
を
通
し
て
、
大
倉
山
記
念
館
に
対
す
る
み
な
さ
ま
の
関

心
と
愛
着
が
深
ま
り
、
大
倉
邦
彦
と
そ
の
意
を
受
け
て
こ
の
建
物

を
設
計
し
た
長
野
宇
平
治
、
二
人
の
熱
い
想
い
に
少
し
で
も
心
を

寄
せ
て
頂
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

◆�

会
場
：�

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
附
属
図
書
館
第
一
閲
覧　

室
・
公
開
書
庫

◆�

会
期
：�

平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日
（
火
）
～
二
十
九
年

二
月
二
十
八
日
（
火
）

　
　
　

※�

十
一
月
三
日
（
木
）、
六
日
（
日
）、
二
月
十
二
日

（
日
）、
十
九
日
（
日
）
を
除
き
、
日
曜
・
月
曜
・

祝
日
は
お
休
み
で
す
。

◆�

開
場
時
間
：
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時
三
十
分

◆�

問
合
せ
先
：
大
倉
精
神
文
化
研
究
所

　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
４
５
（
８
３
４
）６
６
３
７

◆
主
催
：
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所

１　

設
計
者 

長
野
宇
平
治
（
一
八
六
七
～
一
九
三
七
年
）

　

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
年
）、
越
後
国
（
現
、
新
潟
県
）
高
田

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
年
）
に
上
京
。
第

一
高
等
中
学
校
予
科
（
同
級
に
は
夏
目
漱
石
や
正
岡
子
規
ら
が
い

た
）
か
ら
、
帝
国
大
学
工
科
大
学
造
家
学
科
入
学
、
明
治
二
十
六

年
（
一
八
九
三
年
）
卒
業
。
卒
業
後
は
横
浜
税
関
嘱
託
、
奈
良
県
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嘱
託
と
し
て
勤
務
し
ま
す
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
年
）、
大

学
時
代
の
師
で
あ
る
辰
野
金
吾
に
呼
ば
れ
、
日
本
銀
行
技
師
と
な

り
ま
し
た
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）
に
長
野
建
築
事
務
所
を

開
設
し
、
古
典
主
義
建
築
家
の
第
一
人
者
と
し
て
、
数
多
く
の
銀

行
建
築
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

大
正
六
年
（
一
九
一
七
年
）
に
は
、
日
本
建
築
士
会
を
創
設
、

初
代
会
長
に
就
任
し
ま
す
。
建
築
士
法
の
制
定
に
も
尽
力
し
、
近

代
建
築
の
礎
を
築
く
う
え
で
も
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

　

建
築
家
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
で
、
日
本
最
初
の
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
あ
る
東
京
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
時
の
会
員
に
名
を

連
ね
る
な
ど
、
社
会
奉
仕
に
も
関
心
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
歌

人
佐
佐
木
信
綱
の
指
導
の
下
、
和
歌
を
詠
む
な
ど
、
そ
の
活
躍
の

場
は
多
岐
に
亘
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
年
）、

死
去
（
享
年
七
十
一
）。

　

肖
像
画
は
、
長
野
宇
平
治
の
写
真
を
基
に
、
洋
画
家
石い

し

井い

柏は
く

亭て
い

が
描
い
た
も
の
で
す
。

　

石
井
柏
亭
（
一
八
八
二
～
一
九
五
八
年
）
は
、
写
実
的
で
平
明

穏
和
な
作
風
で
知
ら
れ
る
洋
画
家
で
す
。
日
本
水
彩
画
会
、
二
科

展
、
一
水
会
の
結
成
な
ど
に
も
係
わ
り
、
帝
国
芸
術
院
会
員
、
日

展
運
営
会
理
事
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

大
倉
山
で
撮
影
さ
れ
た
長
野
宇
平
治
と
家
族
の
写
真

�

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
家
所
蔵
（
複
製
）

２　

長
野
宇
平
治
が
設
計
し
た
建
物

　

長
野
宇
平
治
は
、
大
倉
山
記
念
館
の
他
に
も
多
く
の
建
築
物
を

設
計
し
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
年
）
に
日
本
銀
行
技
師

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
工
事
顧
問
の
辰
野
金
吾
の
も
と
、
京
都
・

小
樽
・
岡
山
な
ど
各
支
店
の
設
計
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
日
本
銀
行
の
支
店
を
中
心
に
、
長
野
の
手
に
な
る

建
物
を
紹
介
し
ま
す
。

旧
日
本
銀
行
京
都
支
店

（
現
、
京
都
文
化
博
物
館
別
館
）
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石
造
二
階
建

小
樽
市
指
定
歴
史
的
建
造
物

旧
日
本
銀
行
岡
山
支
店

（
現
、
ル
ネ
ス
ホ
ー
ル
）

岡
山
県
岡
山
市
北
区
内
山
下
一
丁
目
六
番
二
十
号

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）
竣
工

煉
瓦
造
及
び
石
造
二
階
建

国
登
録
有
形
文
化
財

旧
六
十
八
銀
行
奈
良
支
店

（
現
、
南
都
銀
行
本
店
）

奈
良
県
奈
良
市
橋
本
町
十
六
番
地

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
年
）
竣
工

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
（
一
部
四
階
建
）、
地
下
一
階

国
登
録
有
形
文
化
財

京
都
府
京
都
市
中
京
区
三
条
高
倉

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
年
）
竣
工

煉
瓦
造
二
階
建
、
一
部
地
下
一
階

国
指
定
重
要
文
化
財

（
辰
野
金
吾
と
の
共
同
設
計
）

旧
日
本
銀
行
小
樽
支
店

（
現
、
日
本
銀
行
旧
小
樽
支
店
金
融
資
料
館
）

北
海
道
小
樽
市
色
内
一
丁
目
十
一
番
十
六
号

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
年
）
竣
工

煉
瓦
造
二
階
建
、
一
部
地
下
一
階

小
樽
市
指
定
有
形
文
化
財

（
辰
野
金
吾
、
岡
田
信
一
郎
と
の
共
同
設
計
）

旧
北
海
道
銀
行
本
店

（
現
、
小
樽
バ
イ
ン
＆
北
海
道
中
央
バ
ス
本
社
ビ
ル
）

北
海
道
小
樽
市
色
内
一
丁
目
八
番
六
号

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
年
）
竣
工
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時
代
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
興
味
深
い
資
料
で
す
。

５　

長
野
宇
平
治
の
ス
ケ
ッ
チ

　

長
野
宇
平
治
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を
持
ち
歩
き
、
各
地
で

写
生
を
し
て
い
ま
し
た
。
建
物
以
外
に
静
物
画
や
風
景
画
の
水
彩

も
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

長
野
宇
平
治
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト

�

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
家
所
蔵
（
複
製
）

S
E
I
S
H
I
N
･
B
V
N
K
W
A
･
N
O
･
D
E
N
D
O

（
精
神
文
化
の
殿
堂
）

�

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）
八
月
十
四
日

�

沿
革
史
資
料
№11039

（
複
製
）

　

設
計
を
始
め
て
間
も
な
い
時
期
の
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の
ス

ケ
ッ
チ
で
す
。
完
成
し
た
建
物
と
は
形
が
異
な
っ
て
お
り
、
プ

レ
・
ヘ
レ
ニ
ッ
ク
様
式
も
採
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

３　

長
野
宇
平
治
の
短
歌

　

長
野
宇
平
治
は
、
歌
人
佐
佐
木
信
綱
の
指
導
の
下
、
短
歌
を
詠

ん
で
い
ま
し
た
。
佐
佐
木
が
主
宰
す
る
竹
柏
会
発
行
の
短
歌
雑
誌

『
心
の
花
』
に
は
、
長
野
の
歌
が
何
首
か
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

資
料
は
、『
心
の
花
』
に
掲
載
さ
れ
た
長
野
の
短
歌
を
編
ん
だ

も
の
で
す
。
な
お
、
傍
線
部
「
ア
テ
ネ
よ
り�

伊
勢
に
と
至
る�

道

に
し
て�

神
々
に
出
あ
ひ�
我
名
な
の
り
ぬ
」
は
、
昭
和
十
年
（
一

九
三
五
年
）
十
二
月
発
行
の
『
心
の
花
』
第
三
十
九
巻
第
十
二
号

に
掲
載
さ
れ
た
短
歌
で
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
本
館
設
計
デ
ザ

イ
ン
の
理
念
を
歌
っ
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

４　

長
野
宇
平
治
の
同
級
生

　

長
野
宇
平
治
の
第
一
高
等
中
学
校
予
科
時
代
の
同
級
に
は
、
正

岡
子
規
（
常
規
）
や
夏
目
漱
石
（
塩
原
金
之
助
）
が
い
ま
し
た
。

資
料
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
十
月
発
行
の
『
心
の
花
』

第
三
十
六
巻
第
十
号
に
掲
載
さ
れ
た
長
野
の
談
話
筆
記
で
す
。
若

か
り
し
日
の
子
規
・
漱
石
の
知
ら
れ
ざ
る
逸
話
や
、
長
野
の
学
生
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６　

施
主 
大
倉
邦
彦　
（
一
八
八
二
～
一
九
七
一
年
）

　

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
年
）、
佐
賀
県
神
埼
郡
（
現
、
神
埼
市
）

の
素
封
家
江
原
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
を

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
年
）
に
卒
業
し
、
同
年
、
大
倉
洋
紙

店
に
入
社
。
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
年
）
に
は
、
社
長
の
大

倉
文
二
に
見
込
ま
れ
て
養
子
と
な
り
、
文
二
の
死
後
は
社
長
に
就

任
し
ま
す
。

　

大
倉
は
、
社
長
と
し
て
事
業
を
大
き
く
発
展
さ
せ
ま
す
が
、
真

の
経
済
活
動
と
は
単
な
る
利
益
追
求
で
は
な
く
、
個
人
の
成
長
の

上
に
会
社
の
発
展
が
あ
り
、
国
家
の
繁
栄
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
こ
の
観
点
か
ら
、
教
育
事
業
に
も
携
わ
り
、
東
京
目
黒
の

富
士
見
幼
稚
園
や
佐
賀
県
西
郷
村
の
農
村
工
芸
学
院
な
ど
を
開
設

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
考
え
方
を
よ
り
深
め
、
さ
ら
に
世
の
中
に

広
く
普
及
す
る
た
め
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
に
大
倉
精
神

文
化
研
究
所
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

旧
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
本
館
で
あ
る
大
倉
山
記
念
館
の
設
計

は
長
野
宇
平
治
の
手
に
拠
り
ま
す
が
、
記
念
館
の
建
物
は
長
野
の

他
作
品
に
比
し
て
、
そ
の
特
異
性
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
建

物
の
設
計
に
お
い
て
、
施
主
大
倉
邦
彦
の
意
向
が
大
き
く
反
映
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

富
士
見
幼
稚
園

�

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
年
）

�

沿
革
史
資
料N

o.6873

（
複
製
）

　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
の
研
究
所
設
立
に
先
立
つ
大
正
十

三
年
（
一
九
二
四
年
）、
大
倉
邦
彦
は
自
宅
に
程
近
い
東
京
中
目

黒
に
富
士
見
幼
稚
園
を
開
園
し
ま
し
た
。
大
倉
は
会
社
経
営
で
多

忙
な
日
々
の
合
間
を
縫
っ
て
、
園
児
た
ち
の
教
育
に
あ
た
り
ま
し

た
。

　

大
倉
は
、
人
々
が
生
活
に
追
わ
れ
、
不
安
に
満
ち
た
社
会
の
中

で
、
大
倉
洋
紙
店
で
の
社
員
教
育
、
富
士
見
幼
稚
園
で
幼
児
教
育

な
ど
に
携
わ
る
う
ち
に
、
教
育
の
重
要
性
を
一
層
痛
感
し
、
教
育

事
業
に
対
す
る
思
い
を
強
め
て
い
き
ま
し
た
。
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精
神
文
化
図
書
館
設
立
内
容

�

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
年
）

�

沿
革
史
資
料N

o.8218-41

（
複
製
）

　

大
倉
邦
彦
は
当
初
、
精
神
文
化
の
図
書
館
を
つ
く
り
、
そ
の
中

に
研
究
所
を
置
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
資
料
は
図
書

館
設
立
の
目
的
や
実
施
事
業
に
つ
い
て
記
し
た
最
初
期
の
も
の
で

す
。

　

な
お
、
図
書
館
の
構
想
は
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

視
察
旅
行
を
経
て
、
研
究
所
設
立
の
構
想
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。

日
誌

�

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
年
）
～
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）

�

沿
革
史
資
料N

o.2495
（
複
製
）

　

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）
五
月
十
四
日
に
大
倉
邦
彦
の
秘
書

原
田
三
千
夫
が
記
し
た
精
神
文
化
図
書
館
要
誌
に
は
、
新
し
い
日

本
文
化
の
創
造
と
西
洋
文
化
の
模
倣
か
ら
の
脱
却
に
対
す
る
強
い

思
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
倉
や
原
田
ら
の
こ
う
し
た
思
い
を
受
け
て
、
長
野
は
世
界
の

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
・
芸
術
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
古
典
主
義
建
築

に
こ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
プ
レ･

ヘ
レ
ニ
ッ
ク

様
式
を
建
物
に
採
用
し
た
と
も
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

７　

長
野
宇
平
治
へ
の
設
計
依
頼

　

大
倉
邦
彦
は
当
初
、
長
野
宇
平
治
で
は
な
く
別
の
建
築
家
に
研

究
所
本
館
建
物
の
設
計
を
依
頼
す
る
つ
も
り
で
し
た
。
し
か
し
研

究
所
の
構
想
が
固
ま
っ
て
い
く
う
ち
に
そ
の
考
え
が
変
わ
り
、
長

野
へ
設
計
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
の
経
緯
に
つ

い
て
正
確
な
と
こ
ろ
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
二
人
の
縁
は
大

倉
と
長
野
が
と
も
に
東
京
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員
で
あ
っ
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
合
の
中

で
、
大
倉
は
長
野
に
研
究
所
の
構
想
を
語
り
、
そ
の
設
計
を
依
頼

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
長
野
は
研
究
所
の
設
計
以
前
に
、

大
倉
が
社
長
を
務
め
て
い
た
大
倉
洋
紙
店
本
店
の
設
計
を
行
っ
て

い
ま
す
。
研
究
所
の
設
計
を
依
頼
す
る
う
え
で
、
こ
の
時
に
築
か

れ
た
信
頼
関
係
や
そ
の
仕
事
振
り
も
決
め
手
の
一
つ
に
な
っ
た
も
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郷
里
佐
賀
に
設
立
し
た
農
村
工
芸
学
院
の
設
計
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

大
倉
は
訪
欧
中
に
も
広
瀬
を
呼
び
寄
せ
、
研
究
所
の
建
築
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
後
、
設
計
者
は
広
瀬
か
ら

長
野
宇
平
治
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

『
ア
ビ
・
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク 

記
憶
の
迷
宮
』

�

附
属
図
書
館
蔵
書�289.3

ウ�

　

本
書
は
、
ド
イ
ツ
の
美
術
史
研
究
者
ア
ビ
・
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク

に
つ
い
て
書
い
た
も
の
で
す
。
二
四
三
～
二
四
七
頁
に
は
、

ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
文
化
科
学
図
書
館
の
一
九
二
六
年
十
月
四
日
の

図
書
館
日
誌
の
記
述
か
ら
、
そ
の
日
の
大
倉
・
原
田
・
広
瀬
の
来

館
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

大
倉
邦
彦
の
手
紙

�

沿
革
史
資
料N

o.8240-54

（
複
製
）

　

大
倉
邦
彦
は
秘
書
原
田
三
千
夫
よ
り
も
先
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

帰
国
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
倉
が
滞
欧
中
の
原
田
に
宛
て
て
書
い

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

渡
欧
記
念
ア
ル
バ
ム

�

沿
革
史
資
料N

o.6868

（
複
製
）

　

大
倉
邦
彦
は
研
究
所
設
立
に
あ
た
り
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二

六
年
）
三
月
か
ら
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）
一
月
ま
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
視
察
に
行
き
ま
し
た
。
大
倉
は
秘
書
原
田
三
千
夫
と
と

も
に
各
国
の
宗
教
施
設
・
教
育
施
設
・
図
書
館
の
他
、
名
所
旧
跡

や
古
建
築
な
ど
も
精
力
的
に
見
学
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
視
察
に
よ
っ
て
大
倉
は
研
究
所
の
構
想
を
固
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

渡
欧
中
の
写
真
を
収
め
た
ア
ル
バ
ム
四
冊
、
視
察
旅
行
中
に
購

入
し
た
絵
は
が
き
約
七
六
〇
点
、
訪
問
し
た
施
設
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
類
な
ど
は
、
現
在
も
研
究
所
で
保
存
し
て
い
ま
す
。

広
瀬 

恭

　

大
倉
邦
彦
は
当
初
、
広
瀬
恭や

す
しと
い
う
人
物
に
研
究
所
の
設
計
を

依
頼
し
て
い
ま
し
た
。
広
瀬
は
早
稲
田
大
学
建
築
学
科
出
身
の
建

築
家
で
当
時
は
酒
井
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
店
に
勤
務
し
、
大
倉
が
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昭
和
四
年
（
一
九
二
九
年
）
十
一
月
、
日
本
橋
区
西
河
岸
（
現
、

中
央
区
）
に
竣
工
し
た
大
倉
洋
紙
店
本
店
の
写
真
で
す
。
関
東
大

震
災
に
よ
る
旧
店
舗
の
倒
壊
を
受
け
て
建
て
替
え
た
も
の
で
、
設

計
者
は
長
野
宇
平
治
で
す
。

　

建
物
は
西
河
岸
の
代
名
詞
と
し
て
親
し
ま
れ
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

的
な
存
在
で
し
た
が
、
現
在
は
建
て
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

８　
「
プ
レ
・
ヘ
レ
ニ
ッ
ク
様
式
」
と
は
？

　

大
倉
山
記
念
館
の
建
築
様
式
は
、
長
野
宇
平
治
に
よ
っ
て
「
プ

レ
・
ヘ
レ
ニ
ッ
ク
様
式
」（
ギ
リ
シ
ア
以
前
の
建
築
様
式
）
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
今
か
ら
三
千
年
か
ら
四
千
年

前
の
ギ
リ
シ
ア
青
銅
器
時
代
に
栄
え
た
ク
レ
タ
文
明
・
ミ
ケ
ー
ネ

文
明
の
建
築
意
匠
が
参
照
さ
れ
、
新
た
な
歴
史
主
義
建
築
と
し
て

創
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
九
世
紀
の
西
欧
に
お
け
る
新
古
典
主
義
建
築
で
は
、
古
代

ロ
ー
マ
時
代
の
様
式
が
基
本
と
さ
れ
、
ギ
リ
シ
ア
時
代
以
前
に
遡

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
長
野
は
、
西
洋
の
建

築
書
や
発
掘
報
告
書
の
蒐
集
・
研
究
に
よ
り
、
二
十
世
紀
の
日
本

た
手
紙
で
す
。
手
紙
を
見
る
と
大
倉
は
酒
井
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

店
や
広
瀬
へ
設
計
を
依
頼
す
る
こ
と
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
大
倉
が
欧
州
各
国
を
視
察
す
る
中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
建
築
に
触
れ
た
こ
と
が
、
大
倉
の
考
え
に
影

響
を
与
え
た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
の
集
合
写
真

�

沿
革
史
資
料N

o.8214

（
複
製
）

　

写
真
の
左
、
ア
ル
バ
ム
台
紙
に
書
か
れ
た
「
ロ
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
」
と
い
う
メ
モ
か
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
写
真
で

あ
る
と
推
察
さ
れ
、
大
倉
邦
彦
と
長
野
宇
平
治
の
姿
も
確
認
で
き

ま
す
。
最
前
列
左
か
ら
三
番
目
が
渋
沢
栄
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

渋
沢
が
亡
く
な
る
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
年
）
十
一
月
以
前
の
撮

影
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

大
倉
洋
紙
店

�

左
：
沿
革
史
資
料N

o.6809

（
複
製
）

�

右
：
沿
革
史
資
料N

o.6878

（
複
製
）
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ミ
ケ
ー
ネ
の
ト
ロ
ス
墓
入
口

⑥
ロ
ゼ
ッ
ト

　

��

ミ
ケ
ー
ネ
の
「
ア
ト
レ
ウ
ス
の
宝
庫
」
正
面
復
元
図
（
シ
ピ
エ　

案
）

⑦
山
形
・
螺
旋
両
文
様
の
構
成
装
飾

⑧
三
連
出
入
り
口

　

な
お
、
現
代
の
ギ
リ
シ
ア
考
古
学
の
研
究
水
準
を
踏
ま
え
る
と
、

「
プ
レ
・
ヘ
レ
ニ
ッ
ク
様
式
」
の
称
は
大
雑
把
な
も
の
で
あ
り
、

「
ク
レ
タ
・
ミ
ケ
ー
ネ
様
式
」
の
呼
称
が
ふ
さ
わ
し
い
と
の
見
解

も
出
さ
れ
て
い
ま
す
（
勝
又
俊
雄
「
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の
建

築
の
研
究
」『
大
倉
山
論
集
』
第
四
十
七
輯
、
二
〇
〇
一
年
）。

９　

家
具
・
調
度
品
の
設
計

　

記
念
館
の
建
物
の
設
計
・
工
事
と
並
行
し
て
、
室
内
で
使
う
家

具
や
調
度
品
も
プ
レ
・
ヘ
レ
ニ
ッ
ク
様
式
に
合
わ
せ
て
特
注
で
設

計
・
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

八
十
年
以
上
経
っ
た
現
在
で
も
、
そ
の
多
く
が
館
内
に
残
さ
れ

て
お
り
、
現
役
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

に
お
い
て
そ
の
再
生
に
成
功
し
た
の
で
す
。
大
倉
山
記
念
館
は
、

世
界
で
唯
一
の
「
プ
レ
・
ヘ
レ
ニ
ッ
ク
様
式
」
に
よ
る
近
代
建
築

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
プ
レ
・
ヘ
レ
ニ
ッ
ク
様
式
」
の
特
徴

〈
ク
レ
タ
・
ミ
ケ
ー
ネ
双
方
に
見
ら
れ
る
建
築
意
匠
〉

①
上
部
が
太
く
下
部
が
細
く
な
る
裾す

そ

細ぼ
そ

り
の
円
柱

　

ミ
ケ
ー
ネ
の
「
ラ
イ
オ
ン
門
」
浮
彫

〈
ク
レ
タ
起
源
の
建
築
意
匠
〉

②
ト
リ
グ
リ
フ
と
半
ロ
ゼ
ッ
ト

　

ミ
ケ
ー
ネ
の
「
ア
ト
レ
ウ
ス
の
宝
庫
」
の
水
平
部
材
断
片

③
円
盤
列

　

��

ミ
ケ
ー
ネ
の
「
ア
ト
レ
ウ
ス
の
宝
庫
」
入
口
両
脇
の
円
柱
の
浮　

彫
部
分

④
連
続
螺
旋
文
様

　

ミ
ケ
ー
ネ
の
「
ア
ト
レ
ウ
ス
の
宝
庫
」
正
面

〈
ミ
ケ
ー
ネ
起
源
の
建
築
意
匠
〉

⑤
三
角
型
空
間
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目
録
カ
ー
ド
室
（
現
、
ロ
ビ
ー
）

�

沿
革
史
資
料N

o.11616

（
複
製
）

　

現
在
の
ロ
ビ
ー
は
、
か
つ
て
研
究
所
附
属
図
書
館
の
目
録
カ
ー

ド
室
で
し
た
。
写
真
は
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
年
）
頃
に
撮

影
し
た
も
の
で
す
。

　

部
屋
の
中
央
あ
た
り
に
傘
立
が
置
か
れ
て
お
り
、
図
面
「
壱
階　

主
任
応
接
室
用
家
具
設
計
」
に
描
か
れ
た
傘
立
と
見
比
べ
る
と
、

上
部
は
ほ
ぼ
図
面
ど
お
り
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

花
台

　

家
具
は
使
用
す
る
部
屋
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
花
台
に

つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
応
接
室
（
現
、
第
五
集
会
室
）･

所
長

室
（
現
、
第
六
集
会
室
）･

談
話
室
（
現
、
第
九
集
会
室
）･

食
堂

（
現
、
第
十
集
会
室
）
の
四
部
屋
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
資
料
か
ら

わ
か
っ
て
お
り
、
現
在
も
デ
ザ
イ
ン
の
異
な
る
複
数
の
花
台
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

家
具
類
は
、
横
浜
市
の
文
化
財
に
は
指
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

文
化
財
に
な
っ
て
い
る
記
念
館
の
建
物
と
同
様
に
、
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

壱
階　

主
任
応
接
室
用
家
具
設
計
（
小
椅
子
・
傘
立
・
丸
卓
子
）

�

沿
革
史
資
料N

o.3575-1

（
複
製
）

地
階　

食
堂
家
具
設
計
第
二
案

　
　
　
（
小
椅
子
・
食
卓
子
・
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
・
花
台
）

�

沿
革
史
資
料N
o.3575-3-1

（
複
製
）

 

曲
折
椅
子
変
更
図

�

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
頃

�

沿
革
史
資
料N

o.6023-5
（
複
製
）

　

心
の
間
（
現
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）
の
四
隅
な
ど
に
配
置

さ
れ
る
曲
折
椅
子
で
す
。
実
際
に
製
作
さ
れ
た
椅
子
は
、
さ
ら
に

デ
ザ
イ
ン
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
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土
器
の
出
土
と
参
考
品
陳
列
台                  

�

沿
革
史
資
料N

o.6761-154

（
複
製
）

　

出
土
し
た
土
器
を
陳
列
し
て
い
る
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）

頃
の
写
真
で
す
。
当
時
、
参
考
品
陳
列
台
は
、
応
接
室
（
現
、
第

五
集
会
室
）
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

出
土
物
は
、
主
に
弥
生
時
代
中
期
後
半
か
ら
後
期
に
か
け
て
の

も
の
で
、
一
部
の
資
料
は
、
現
在
で
も
関
東
地
方
の
弥
生
時
代
土

器
を
研
究
す
る
上
で
重
要
な
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
・
横
浜
市
歴

史
博
物
館
編
『
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
内
遺
跡
出
土
資
料
報
告

書
』（
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

参
考
品
陳
列
台
設
計
図　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

沿
革
史
資
料N

o.6023-2

（
複
製
）

　

参
考
品
陳
列
台
は
、
セ
レ
ベ
ス
工
業
に
発
注
し
て
作
製
さ
れ
ま

し
た
。
研
究
所
に
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
当
時
の
設
計

図
が
残
っ
て
お
り
、
実
物
と
比
較
す
る
と
両
者
は
ほ
ぼ
一
致
し
て

10　

参
考
品
陳
列
台

　

大
倉
邦
彦
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
年
）
の
『
私
の
使
命
事

業
』
の
中
で
、
研
究
所
の
事
業
の
ひ
と
つ
に
「
参
考
品
陳
列
」
を

挙
げ
て
い
ま
す
。「
参
考
品
陳
列
」
と
は
、「
日
本
文
化
乃
至
東
洋

文
化
に
関
す
る
参
考
品
を
陳
列
し
て
一
般
の
展
覧
に
供
す
」
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
に
は
、
そ
の
目
的

に
沿
っ
て
参
考
品
陳
列
台
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
裾
細
り
の
脚
を
は
じ
め
「
プ
レ
・
ヘ
レ

ニ
ッ
ク
様
式
」
の
意
匠
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）、
建
設
工
事
中
で
あ
っ
た
大
倉
精

神
文
化
研
究
所
敷
地
内
か
ら
は
、
土
器
な
ど
の
遺
物
が
多
数
出
土

し
ま
し
た
が
、
そ
の
土
器
も
か
つ
て
は
、
参
考
品
陳
列
台
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
考
品
陳
列
台
は
、
最
近
ま
で
展
示
に
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
安
全
対
策
と
破
損
防
止
の
た
め
、
保
管
し
て
い
ま
す
。
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③��

ギ
ャ
ラ
リ
ー
…�

回
廊
（
坐
禅
道
場
）、
心
を
鍛
え
る
修
行
の
場

所

【
知
性
】

④
東
館
…
図
書
館
書
庫
、
知
性
を
養
う
場
所

⑤��

西
館
…�

図
書
閲
覧
室
・
研
究
室
な
ど
が
あ
り
、
知
性
を
養
う
場

所

12　

大
倉
山
記
念
館
で
街
づ
く
り

　

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
年
）、
港
北
区
役
所
が
大
倉
山
に

移
転
し
ま
し
た
。
駅
か
ら
区
役
所
へ
向
か
う
東
口
商
店
街
は
客
足

が
増
え
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
年
）
春
に
、
明
る
く
近
代

的
な
街
、
レ
モ
ン
ロ
ー
ド
へ
と
変
身
し
、
同
年
十
月
、
大
倉
山
記

念
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
二
年
後
の
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
年
）、
西
口

商
店
街
は
、「
レ
モ
ン
ロ
ー
ド
に
追
い
つ
け
、
追
い
こ
せ
」
を
合

言
葉
に
、
大
倉
山
記
念
館
の
デ
ザ
イ
ン
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
街
づ

く
り
を
始
め
ま
し
た
。

い
ま
す
。

11　

大
倉
山
記
念
館
は
人
間
だ

　

大
倉
邦
彦
は
、
精
神
文
化
研
究
所
で
人
間
を
育
て
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

大
倉
邦
彦
が
育
て
よ
う
と
し
た
人
間
、
そ
れ
は
「
心
」
と
「
知
性
」

の
両
方
を
兼
ね
備
え
た
人
間
で
し
た
。
そ
こ
で
建
物
の
中
央
を

「
心
」
に
、
東
西
の
部
分
は
「
知
性
」
に
見
立
て
、
そ
の
両
方
を

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
人
間
」
を
表
現
し
、
自
身
の
研
究
所

へ
の
思
い
を
形
に
し
た
の
で
す
。

　

長
野
宇
平
治
は
そ
の
よ
う
な
施
主
大
倉
邦
彦
の
意
向
を
取
り
入

れ
、
建
物
の
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

大
倉
山
記
念
館
は
、
五
つ
の
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
心
】

①
中
央
館
（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）…
「
心
の
間
」

②
ホ
ー
ル
…
「
殿
堂
」
と
呼
ば
れ
、
信
仰
心
を
養
う
場
所
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調
印
式
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

�

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
年
）
八
月
一
日

�

沿
革
史
資
料N

o.12457-21

（
複
製
）

�

地
域
資
料
フ
ァ
イ
ル
（
複
製
）

　
「
さ
か
え
通
り
」
は
「
エ
ル
ム
通
り
」
と
改
称
し
、
ア
テ
ネ
の

エ
ル
ム
通
り
商
店
街
と
姉
妹
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
記
念
し
て
、「
大
倉
山
エ
ー
ゲ
海
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
88’
」

が
、
エ
ル
ム
通
り
・
記
念
館
・
大
綱
中
学
校
・
港
北
公
会
堂
な
ど

を
会
場
に
、
大
倉
山
全
体
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
未
来
へ

　

エ
ル
ム
通
り
の
完
成
か
ら
二
十
年
以
上
が
経
過
す
る
と
、
街
並

の
統
一
感
が
少
し
ず
つ
薄
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
商
店
街
で

は
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
年
）
に
「
大
倉
山
エ
ル
ム
通
り

街
づ
く
り
協
定
」
を
定
め
て
、
永
続
的
な
景
観
の
維
持
と
魅
力
あ

る
街
づ
く
り
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
長
野
宇
平
治
が

考
案
し
た
プ
レ
・
ヘ
レ
ニ
ッ
ク
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
地
域
と
共
に
こ

れ
か
ら
も
生
き
続
け
て
い
く
の
で
す
。

改
装
前
の
エ
ル
ム
通
り

�

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
年
）
頃
撮
影

�

地
域
資
料
フ
ァ
イ
ル
（
複
製
）

�

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
年
）
五
月
二
十
八
日
撮
影

�

横
浜
ア
リ
ー
ナ
提
供
（
複
製
）

　

大
倉
山
駅
西
口
は
「
さ
か
え
通
り
」
と
呼
ば
れ
、
歩
道
も
無
く
、

ご
く
普
通
の
狭
い
商
店
街
で
し
た
。

エ
ル
ム
通
り
の
完
成

�

地
域
資
料
フ
ァ
イ
ル
（
複
製
）

　

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
年
）
か
ら
始
ま
っ
た
工
事
は
、
翌

年
（
一
九
八
八
年
）
に
完
成
し
ま
し
た
。
各
店
舗
は
道
路
か
ら
二

メ
ー
ト
ル
後
退
し
て
、
統
一
デ
ザ
イ
ン
（
円
柱
・
白
い
壁
・
三
角

飾
り
等
）
の
ビ
ル
に
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
新
設
さ
れ
た
歩
道

の
地
下
に
は
共
同
溝
が
埋
設
さ
れ
、
電
柱
が
消
え
て
、
広
い
空
が

も
ど
り
ま
し
た
。
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�
1924-9-13

・1924-11-2

（
い
ず
れ
も
複
製
）

　

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
年
）、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
は
、

建
物
を
横
浜
市
へ
寄
贈
し
ま
す
。
そ
の
当
時
、
横
浜
市
は
前
庭
に

能
楽
堂
を
建
設
し
、
さ
ら
に
記
念
館
内
に
は
宴
会
場
を
つ
く
る
計

画
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

14　

横
浜
市
指
定
有
形
文
化
財
の
指
定

　

大
倉
山
記
念
館
の
建
物
は
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）
十
一

月
一
日
に
横
浜
市
指
定
有
形
文
化
財
（
一
般
建
造
物
）
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。『
横
濱
の
文
化
財�

第
二
集
』（
横
浜
市
指
定･

登
録
文

化
財
編
、
平
成
四
年
度
）
で
は
、
古
典
主
義
建
築
の
第
一
人
者
、

長
野
宇
平
治
晩
年
の
作
で
あ
る
大
倉
山
記
念
館
は
、
長
野
の
こ
れ

ま
で
に
手
が
け
た
作
品
と
は
異
な
り
、「
正
統
的
な
古
典
建
築
様

式
を
超
え
た
独
特
な
雰
囲
気
を
持
つ
建
築
物
と
し
て
、
近
代
建
築

史
上
に
占
め
る
地
位
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
」
と
、
建
物
の

持
つ
歴
史
的
価
値
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

13　

幻
の
大
倉
山
改
造
計
画

　

大
倉
山
記
念
館
は
、
創
建
当
時
の
状
態
を
保
ち
つ
つ
、
市
民
利

用
施
設
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
全
く
違
う
施
設
に

な
る
可
能
性
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
幻
と
な
っ
た
大
倉
山
の
改
造
計
画
を
紹
介
し
ま
す
。

大
倉
山
の
改
造
計
画
①

�

沿
革
史
資
料N

o.1910-1
・1910-2

・1910-7

・1910-9

�

（
い
ず
れ
も
複
製
）

　

大
倉
山
記
念
館
の
前
庭
は
現
在
、
大
倉
山
公
園
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
住
宅
地
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
。
大
倉
精
神
文
化

研
究
所
で
は
、
経
営
が
苦
し
く
な
っ
た
昭
和
四
十
年
代
に
、
マ
ン

シ
ョ
ン
や
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
を
前
庭
へ
建
て
、
収
入
を
補
う
こ
と
を

計
画
し
て
い
ま
し
た
。

大
倉
山
の
改
造
計
画
②

�

沿
革
史
資
料N

o.1923-2

・1924-9-11

・1924-9-12

・
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15　

建
設
関
係
資
料
の
文
化
財
指
定

　

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
で
は
、
研
究
所
本
館
と
し
て
建
て
ら
れ

た
大
倉
山
記
念
館
の
設
計
図
面
や
契
約
書
、
注
文
書
と
そ
の
請
書
、

請
求
書
と
納
品
書
、
工
事
に
関
す
る
や
り
と
り
を
し
た
書
簡
類
、

建
設
中
の
写
真
や
映
像
な
ど
、
建
設
に
関
わ
る
資
料
を
全
て
所
蔵

し
て
い
ま
す
。
戦
前
の
建
築
は
建
物
そ
の
も
の
は
残
っ
て
い
て
も
、

建
設
に
関
わ
る
資
料
は
失
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
大
倉
山
記

念
館
の
よ
う
に
建
物
と
資
料
の
両
方
が
残
り
、
そ
の
実
態
を
詳
細

に
知
る
こ
と
が
出
来
る
例
は
、
稀
有
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）
十
一

月
五
日
に
は
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
建
設
関
係
資
料
四
五
四
六

点
も
、
横
浜
市
指
定
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

指
定
書

�

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）
十
一
月
五
日

�

沿
革
史
資
料N

o.10349

（
複
製
）

横
浜
市
の
文
化
財
指
定
を
報
じ
る
新
聞
記
事

�
『
産
経
新
聞
』
平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）
十
月
二
十
五
日

�

『
神
奈
川
新
聞
』
平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）
十
月
二
十
六
日

指
定
有
形
文
化
財
の
標
柱

�
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）
撮
影

　

記
念
館
坂
の
頂
上
、
大
倉
山
記
念
館
へ
と
向
か
う
階
段
の
下
に

は
、
横
浜
市
指
定
有
形
文
化
財
を
示
す
標
柱
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
標
柱
は
平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）
三
月
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

横
浜
市
域
の
指
定･

登
録
文
化
財
数

�

『
国･

神
奈
川
県
お
よ
び
横
浜
市
指
定･

登
録
文
化
財
目
録
』

�

（
平
成
二
十
八
年
［
二
〇
一
六
年
］
十
一
月
四
日
掲
載

　

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）
十
一
月
現
在
、
横
浜
市
内
に

あ
る
文
化
財
は
全
部
で
四
六
〇
件
（
国
指
定
・
登
録
、
県
指
定
を

含
む
）、
う
ち
港
北
区
内
の
文
化
財
は
十
九
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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を
示
す
近
代
建
築
、
古
く
か
ら
の
住
民
の
信
仰
を
現
す
寺
社
な
ど
、

歴
史
的
な
建
物
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
建
物
の
中

に
は
、
大
倉
山
記
念
館
の
よ
う
に
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も

の
と
、
認
定
・
登
録
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
保
全
し
て
い
る
建
物

と
が
あ
り
ま
す
。

　

港
北
区
内
に
は
、
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
建
物

が
五
件
、
認
定
歴
史
的
建
造
物
が
三
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ

で
は
そ
れ
ら
の
建
物
、
文
化
財
・
歴
史
的
建
造
物
と
の
違
い
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

文
化
財
に
指
定
・
登
録
さ
れ
た
港
北
区
内
の
建
物

 

（
個
人
宅
等
は
原
則
非
公
開
）

・
国
登
録
有
形
文
化
財 

山
口
家
住
宅
主
屋

 

（
篠
原
台
町
一
二─

二
一
）

時
期
：
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
年
）
頃

登
録
：
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）
七
月
十
二
日

文
化
財
指
定
の
通
知
と
指
定
調
書

�

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）
十
一
月
二
十
二
日

�

沿
革
史
資
料N

o.10349-2

（
複
製
）

　

指
定
調
書
の
末
尾
付
近
に
は
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
建
設
関

連
資
料
が
「
わ
が
国
近
代
の
建
築
様
式
史
、
建
築
生
産
史
、
建
築

経
済
史
の
上
か
ら
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
近
代
建

築
史
上
一
級
の
資
料
と
み
な
さ
れ
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

指
定
文
化
財
の
印

　

研
究
所
で
は
、
そ
の
設
立
準
備
を
始
め
た
大
正
末
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
の
各
種
資
料
、
創
立
者
大
倉
邦
彦
に
関
わ
る
資
料
を
、

研
究
所
沿
革
史
資
料
と
し
て
整
理
・
登
録
し
、
保
存
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
関
係
資
料
は
こ
の
沿
革
史
資
料
の
一
部
で
あ
り
、「
指
定

文
化
財
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
ラ
ベ
ル
や
押
印
が
あ
り
ま
す
。

16　

港
北
区
内
の
歴
史
的
な
建
物

　

横
浜
に
は
開
港
以
来
、
国
際
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
歴
史
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・
市
指
定
有
形
文
化
財 

西
方
寺
本
堂
、
山
門
、
鐘
楼

 

（
新
羽
町
二
五
八
六
）

時
期
：
本
堂�

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
年
）

　
　
　

山
門�

弘
化
年
間
（
一
八
四
四
～
一
八
四
八
年
）

　
　
　

鐘
楼�

幕
末
頃

指
定
：
平
成
九
年
（
一
九
九
七
年
）
十
一
月
四
日

港
北
区
内
の
認
定
歴
史
的
建
造
物

・
中
澤
高
枝
邸
（
日
吉
本
町
一─

一
三
）

時
期
：
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）

認
定
：
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）
度

・
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
寄
宿
舎
（
箕
輪
町
一─

一
一─

一
九
）

時
期
：
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
年
）

認
定
：
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
十
月
十
四
日

・
田
邊
家
住
宅
（
日
吉
の
森
庭
園
美
術
館
）

 

（
下
田
町
三─

一
〇─

三
四
）

時
期
：
主
屋　

安
政
七
年
（
一
八
六
〇
年
）
頃

　
　
　

土
蔵　

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
年
）
頃

・
市
指
定
有
形
文
化
財 

横
浜
市
大
倉
山
記
念
館

 

（
大
倉
山
二─

一
〇─

一
）

時
期
：
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）

指
定
：
平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）
十
一
月
一
日

・
市
指
定
有
形
文
化
財 

飯
田
家
住
宅
（
綱
島
台
一
七─
五
）

時
期
：
主
屋�

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
年
）

　
　
　

表
門�

江
戸
時
代
後
期����������　
　

�

指
定
：
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）
十
一
月
一
日

・
市
指
定
有
形
文
化
財 

雲
松
院
本
堂
及
び
山
門

 

（
小
机
町
一
四
五
一
）

時
期
：
本
堂�

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
年
）

　
　
　

山
門�

安
政
五
年
（
一
八
五
八
年
）

指
定
：
平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）
十
一
月
一
日
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な
っ
て
い
ま
す
。

17　

実
物
資
料

報
酬
金
支
払
い
に
対
す
る
礼
状

�

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
九
月
十
二
日

�

沿
革
史
資
料N

o.6194-7

　

長
野
宇
平
治
か
ら
大
倉
邦
彦
に
宛
て
た
礼
状
で
す
。

荒
木
孝
平
の
書
簡

�

沿
革
史
資
料N

o.6030

　

荒
木
孝
平
は
、
長
野
の
一
番
弟
子
と
も
い
え
る
建
築
士
で
す
。

長
野
宇
平
治
の
設
計
に
基
づ
き
、
工
事
着
工
に
向
け
た
実
施
設
計

を
行
っ
た
の
が
荒
木
で
す
。
工
事
に
関
わ
る
実
務
も
荒
木
が
主
体

と
な
っ
て
進
め
て
お
り
、
研
究
所
建
設
に
お
け
る
中
心
的
役
割
を

担
い
ま
し
た
。

図
書
館
建
築
打
合
会
資
料

�

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）

認
定
：
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）
三
月
二
十
四
日

認
定
・
登
録
歴
史
的
建
造
物
に
つ
い
て

　

横
浜
市
で
は
歴
史
的
価
値
が
高
く
、
横
浜
ら
し
い
景
観
を
生
み

出
し
て
い
る
建
築
を
横
浜
を
特
徴
づ
け
る
歴
史
的
資
源
・
街
づ
く

り
の
資
源
と
位
置
づ
け
、
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
認
定
・
登
録
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
建
物
は
、
そ
の
内
外
に
関
わ
ら
ず
改
変

に
は
大
き
な
制
限
が
あ
り
、
そ
の
使
途
の
範
囲
も
限
ら
れ
て
き
ま

す
が
、
歴
史
的
建
造
物
は
、
建
物
外
観
の
保
全
と
景
観
維
持
に
重

点
を
置
き
、
内
部
の
改
変
を
あ
る
程
度
許
容
す
る
こ
と
で
、
文
化

財
よ
り
も
建
物
活
用
の
自
由
度
を
高
め
、
保
全
に
対
す
る
負
担
の

軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
文
化
財
の
場
合
は
「
横
浜
市
文
化
財
保
護
条
例
」

に
基
づ
い
て
指
定
・
登
録
を
行
い
、
そ
の
所
管
部
署
は
教
育
委
員

会
事
務
局
生
涯
学
習
文
化
財
課
で
す
。
一
方
、
歴
史
的
建
造
物
は

「
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
要
綱
」
に
基
づ
い
て
認
定
・
登

録
が
な
さ
れ
、
都
市
整
備
局
都
市
デ
ザ
イ
ン
室
が
所
管
部
署
と
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�

沿
革
史
資
料N

o.8218-39-3

　

大
倉
邦
彦
は
当
初
、
精
神
文
化
の
図
書
館
を
設
立
す
る
予
定
で

し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
を
経
て
、
そ
の
構
想
は
研
究
所
へ
と

発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
研
究
所
の
建
築
工
事
が
始
ま
る
昭
和
四

年
（
一
九
二
九
年
）
以
前
の
資
料
に
は
「
精
神
文
化
図
書
館
」
や

「
図
書
館
」
の
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
資
料
は
、
大
倉

邦
彦
と
秘
書
の
原
田
三
千
夫
、
長
野
宇
平
治
と
そ
の
弟
子
荒
木
孝

平
ら
に
よ
る
建
築
打
合
会
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

精
神
文
化
図
書
館
略
設
計
案

�

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）
十
月
頃

�

沿
革
史
資
料N

o.6035-1-3

　

本
設
計
案
は
ほ
ぼ
現
在
の
建
物
と
同
じ
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す

が
、
塔
頂
部
や
中
央
館
二
階
部
分
な
ど
に
相
違
が
あ
り
ま
す
。

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の
石
膏
模
型
（
縮
尺
百
分
の
一
）

�

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
年
）
十
二
月
十
四
日

　

旧
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
本
館
（
現
、
横
浜
市
大
倉
山
記
念
館
）

の
設
計
図
は
長
野
宇
平
治
ら
の
手
に
よ
り
、
昭
和
四
年
（
一
九
二

九
年
）
九
月
三
十
日
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
石
膏
模
型
は
、
そ

の
完
成
し
た
設
計
図
を
も
と
に
佐
藤
彫
刻
制
作
所
の
佐
藤
八や

百お

に

よ
り
四
百
円
で
製
作
さ
れ
、
同
年
十
二
月
十
四
日
に
納
品
さ
れ
ま

し
た
。
工
事
中
に
設
計
の
一
部
が
変
更
さ
れ
た
め
、
実
際
の
建
物

と
は
や
や
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
模
型
は
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）
十
一
月
に
、
設

計
図
な
ど
の
関
連
資
料
と
共
に
横
浜
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

18　

関
連
図
書

〈
研
究
所
沿
革
史
資
料
〉

・
神
代
雄
一
郎

　
『
近
代
建
築
の
黎
明　

明
治
・
大
正
を
建
て
た
人
び
と
』

�
美
術
出
版
社
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
年
）
七
月
十
日

�

沿
革
史
資
料N

o.12334

・
朝
日
新
聞
社
横
浜
支
局
編
『
残
照　

神
奈
川
の
近
代
建
築
』

�

有
隣
堂
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
年
）
五
月
三
十
日
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�

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）
三
月

�

沿
革
史
資
料N

o.10755

・
横
浜
都
市
発
展
記
念
館
・
青
木
祐
介

　
『
開
港
一
五
〇
周
年
記
念　

横
浜
建
築
家
列
伝
』

�

横
浜
都
市
発
展
記
念
館

�

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）
年
四
月
二
十
五
日

�

沿
革
史
資
料N

o.10955

・ 

横
浜
都
市
発
展
記
念
館

　
『
ハ
マ
発
N
E
W
S
L
E
T
T
E
R
』
第
十
二
号

�

横
浜
都
市
発
展
記
念
館

�

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）
年
七
月
一
日

�

沿
革
史
資
料N

o.10956

・
安
田
徹
也
『
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の
建
築
史
的
研
究
』

�

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）

�

沿
革
史
資
料N

o.11581

・
神
奈
川
県
建
築
士
会
建
築
史
図
説
編
纂
特
別
委
員
会
編

　
『
図
説
近
代
神
奈
川
の
建
築
と
都
市
』

�

神
奈
川
県
建
築
士
会

�

沿
革
史
資
料N

o.12332

・ 
増
田
彰
久
（
写
真
）・
塚
本
邦
雄
（
詩
文
）・
藤
森
照
信
（
解
説
）

　
『
建
築
紅
葉
青
鳥
図
』

�
三
省
堂
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
年
）
四
月
一
日

�

沿
革
史
資
料N

o.12333

・『
特
別
展　

明
治
建
築
を
つ
く
っ
た
人
　々

そ
の
二
』

�

博
物
館
明
治
村
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
年
）
四
月
六
日

�

沿
革
史
資
料N
o.10753

・
土
崎
紀
子
・
沢
良
子
編

　
『
住
ま
い
学
大
系 

六
五 

建
築
人
物
群
像 
追
悼
編
／
資
料
編
』

�
住
ま
い
の
図
書
館
出
版
局

�

平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）
四
月
十
日

�

沿
革
史
資
料N

o.12335

・『
日
本
の
美
術
』
第
四
四
八
号　

日
本
人
建
築
家
の
軌
跡

�

至
文
堂
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
年
）
九
月
十
五
日

�

沿
革
史
資
料N

o.10754

・
安
田
徹
也
「
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の
設
計
過
程
」

�

『
建
築
史
学
』
第
五
十
号
、
建
築
史
学
会
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〈
附
属
図
書
館
蔵
書
〉

・『
日
本
の
建
築 

明
治
・
大
正
・
昭
和
三　

国
家
の
デ
ザ
イ
ン
』

�

三
省
堂
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
年
）
二
月

�

附
属
図
書
館
蔵
書�523.1

ニ

・
吉
田
鋼
市
『
ヨ
コ
ハ
マ
建
築
慕
情
』

�

鹿
島
出
版
会
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）
五
月

�

附
属
図
書
館
蔵
書�523.1

ス

・ 

横
浜
市
歴
史
的
資
産
調
査
会
・
横
浜
市
都
市
計
画
局
計
画
部　

都
市
デ
ザ
イ
ン
室
編

　
『
都
市
の
記
憶　

横
浜
の
近
代
建
築
（
Ⅰ
）』

�

横
浜
市
歴
史
的
資
産
調
査
会
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）

�

附
属
図
書
館
蔵
書�523.1

ヨ

・
横
浜
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
編
『
ハ
マ
の
建
物
探
険
』

�

神
奈
川
新
聞
社
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
年
）
六
月

�

附
属
図
書
館
蔵
書�523.1

ヨ

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
間
編
『
建
築
M
A
P
横
浜
・
鎌
倉
』

�
T
O
T
O
出
版
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
年
）
十
月

�

附
属
図
書
館
蔵
書�523.1

キ

�

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
年
）
三
月
一
日

�

沿
革
史
資
料N

o.12244

・『
L
I
X
I
L
e
y
e 

n
o
．7
』

L
I
X
I
L
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
年
）
二
月

沿
革
史
資
料N
o.12375

・
小
俣
一
夫

　
「 

吹
付
け
の
歩
ん
だ
道
―
嚆
矢
と
な
っ
た
先
人
た
ち
の
偉
業
と

企
業
の
軌
跡
―
」

　
『�

日
本
建
築
仕
上
材
工
業
会
N
S
K
会
報�
創
立
五
〇
周
年
記
念

号
』

�

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
年
）
七
月
三
十
一
日

�

沿
革
史
資
料N

o.12583

　

大
倉
山
記
念
館
（
旧
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
本
館
）
の
外
装
に

は
、
三
色
斑ふ

入
り
白
セ
メ
ン
ト
吹
付
と
い
う
塗
装
仕
上
げ
が
施
さ

れ
ま
し
た
。
吹
付
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
五
月
三
十
一

日
に
特
許
が
認
可
さ
れ
た
当
時
の
最
新
技
術
で
あ
り
、
大
倉
山
記

念
館
は
、
日
本
で
初
め
て
吹
付
塗
装
が
行
わ
れ
た
建
築
で
す
。
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・ 

鈴
木
博
之
・
増
田
彰
久
・
小
澤
英
明
・
吉
田
茂
・
オ
フ
ィ
ス　

ビ
ル
総
合
研
究
所

　
『
日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
ー
ル　

都
市
の
記
憶
Ⅲ
』

��������
白
揚
社
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）
六
月
二
十
日

附
属
図
書
館
蔵
書�523.1

ス

・
高
井
潔
（
写
真
）『
日
本
の
名
景　

洋
館
』

�

光
村
推
古
書
院
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）
九
月

�

附
属
図
書
館
蔵
書�523.1

タ

・
伊
藤
隆
之
（
撮
影
）・
米
山
勇
（
監
修
）

　
『
日
本
近
代
建
築
大
全
』

�

講
談
社
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
年
）
五
月
二
十
八
日

�

附
属
図
書
館
蔵
書�523.1

イ


